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１ 学習に取り組んでいる主な分野 

□生物多様性 □海洋 ☑防災・減災 気候変動 

□エネルギー ☑環境 □文化多様性 □世界遺産・文化財 

☑国際理解 □平和 □人権 □ジェンダー平等 

☑福祉 □生産と消費 □その他（             ） 

 

２ ユネスコスクールとしての活動の概要 

本校は，重点目標「平原が好きな子どもの育

成」を目指し，「地域とのつながり」を活動テ

ーマとして「つながりを尊重する態度」「他者

と協力する態度」「多面的・総合的に考える力」

の３つの資質・能力を高めるとともに，「人・

もの・こと」とのつながりや関わりを大切にす

ることのできる児童の育成を目指して活動を

行った。 

具体的には，福祉教育，防災教育，国際理解

教育を柱に，みんなとつながり合う心を学ぶ

学習，地域の防災学習，文化の多様性を理解す

る学習を行った。 
 

 

３ 特徴的な活動事例の紹介 

○ つながり合う心（地域のお年寄り，障がい者）を学ぶ学習 

福祉に対する理解を深めながら共に生きる

住みよい社会をつくるために自分にできるこ

とは何か，自分がすべきことは何かを考えてい

くことを目標に学習を進めた。 

具体的に３年生では，地域で暮らす高齢者の

方や高齢者施設の方との交流を通して，お年寄

りの優しさや支援している人の思いやりに気

付き，相手の気持ちになって行動することの大

切さを学ぶことができた。４年生では，視覚障

害をもっている方をＧＴとしてお招きし，生活 
 



について知ったり，思いに触れたりすることで，どのように自分はかかわっていくのかに

ついて考えた。バリアフリーやユニバーサルデザインのまちづくりについて調べ，人々が

支え合うことの温かさを感じ，平原のひと・もの・ことのすばらしさを学習した。この学

習を通して，相手の思いや立場を理解し，今の自分にできること，将来的に成長した自分

にできることを考えながら共生社会をめざしていこうとする心情や態度を育てている。 

 

○ 地域の防災学習 

自然災害が起きた時に身近な地域に危険な

場所があることに気付き，みんなが安全に生活

していくために，自分たちにできることを考

え，行動することを目標に学習を行った。３年

生は，地域を歩き危険な個所を記した「地域安

全マップ」を作成し，各学年に紹介，掲示した。

４年生は，市の防災危機管理室の方をお招き

し，災害の現状を知り，防災のために日頃から

できることを考え，調べたことを新聞にまと

め，全校に発進した。実際に新聞紙スリッパを

作成し，防災グッズの必要性を体感していた。

５年生は，福岡市防災センターで話を聞いたり

体験したりしたことを通して，自分たちにでき

ることやこれからのまちづくりのために必要

なことを実感しながら考えることができた。 

これらの学習を通して，これからの平原の未

来を考え，様々な人とかかわりつながりながら

住み続けられるまちづくりのために，自分たち

ができることを発信することができた。 

 

 

 

３ 今後の活動計画 

令和７年度も，福祉教育，防災・減災教育，国際理解教育を柱に「地域とつながるプロ

ジェクト」として，体験的活動や探究活動をさらに充実させていきたい。そのために， 

１ 今年度の実践の評価をもとに見直しを行う。その際によりよいまちづくりに参画・貢

献する力や態度を身につけさせられるように，平原の「人・もの・こと」を活動計画の

中に位置づける。 

２ 全教科・全領域にまたがるＥＳＤの実践を通して，ＰＤＣＡサイクルを確立

させながら，令和６年度の実践をさらに高めていく。 

３ ＳＤＧ３・１１の実現に向けて実践をしていることを全児童に意識させ，発信する場

や方法（ＩＣＴ活用等）を提案し，活動を広げていく。 

 


